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グループの編成

「リーダーシップ・トレーニング」第 1 日目

の午後から、リーダーシップの基礎である「対

人関係力アップ」を目的にしたグループワーク

に入る(資料 1)。トレーニングでは集団の力

を活用するため、グル プをつくる。メノバー

数に客観的な基準はないが、これまでの経験か

り6 名を基本にしている。グ　ループワークで

はお互いの情報交換が重要な役割　を果たす。そ

の内容にもよるが、 l人が 5 分発言するだ

けでも　、 6 人で30 分が必要になる。また、時

間の長きだげでなく、他のメンバーの意見や考

えを受り止めること　が求められる。その点から

も6 人程度が望ましいというのが 筆者の体感

である。ちょうど6人に分けられなレ場合は、

7 人よりも 5人のほうがよい。これも経験に

ょ 　　     っていのだが、７人になると多すぎると

感じる。そこで、ま?は 6 人"基本にし T 、

それで割り切れないt きは一部を 5 人グルー
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プにする。たとえば33 人であれば、33'" 6 = 

5.5 だかb 、切り上げ1: 6 クツレープにする。こ

の場合は、 6 人と 5 人のクソレープが、それぞ

れ 3 つ?つでき上がる。

また、複数の組織から参加者が集まる場合に

は、できるだけ「異質」な構成を考える。そこ

で、原則< l 1:車場が同じ書加者は異なるグル

ープに分げる。そのほか、性別や年齢などもグ

ル プ活動に影響を与える可能性があるため、

ぞれb も考慮しながb クツレープやつくっていく。

クソレーフ.分リは単純である。書加者か着席し

ている順に、 r1、 2 ， 3 ，... J< 人数かり割

り出したク1レープ数を繰り返しながb 指名して

いしそれがそのまま所属するタループ番号に

なる。 一般的な傾向としτ、席に着く t きは、

知っている者同士が隣や周りにかたまっている。

初めて来た場所で見b れるごく自然な行動であ

る。そこで、座っT いる順にグループ番号を振

っていげば、結呆としT 身近な者が別のグル

プに分かれるこ tになる。

対人関係カアップの
グループワーク

1. r自分を知らせる、他人を知吾、そして自分

を知るJ

新しいグループができるふま?は「自己紹

介」が行われるこ k が多も、。ここで、「自己紹

介令始めて〈ださ" J と言って、進行を書加者

たちに委ねる u うなるか。よく発言する者と

そうでない者がL、て、メノハー間に情報措蓋が

生まれる。自分について葡々 k しゃべる者がL、

る 方で、 一言か二言で終わる者がいるのであ

る。そつなっては対人関係力やリーダーンツプ

力、さらにはコ f ュニケーンヨンカのトレーニ
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ングにはならなL、。そこで、単なる自己紹介で

はなく対人関保スキルの向上に結びつけるため

に、「自分令知りぜる、他人.;.知る、そし T 自

分を知る」と名付けたグループワークを導入す

るこ主になる。

クソレープワークの準惜t して、書加者たちに

「“わたし" .;.知りぜる 」シート Hei 布する(資

料2)。これや使って 、自分がメノパーに提示

する情報ゃあ b かじめ整理しておくのである。

ンー卜には 3 つの枠が準輔されている。そこ

に取り上げるテーマに条dキはなし、。ただし、グ

ループが出来上がって初めての会合であるかり、

立ち入った内容にならないよつにする。よく世

コものk して、「私の名前は H 私が子とも司

ころは H 私の職場は 」なと'がある。こ叩

他、参加者の属性や置かれた状況によっ T 、き

資料 2 r“わたし"を知らぜる J シート

'" ・9
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まずまなテーマが考えられる。たとえば、看護

学校の学生な主の場合、痛院実習前提であれば、

「実習に出か廿る今の気持ちH 実習を終えた今

の気持ちJ r実習中に嬉しかった(悲しかっ た)

こと」といったものにすると、多くの情報が轡

き込まれる。また、組織の安全や事故防止に懐

古を当てた研修では、「私のヒヤリハット体験J

「事故防止のために実践しているこeJなどが

考え b 札る。

ところで、テーマ争提示するタイ( :...-グにつ

いて b いるいる色試みT きた。現在では、3つ

叩テーマ争事前に示し、「“わたし" や知b ぜるJ

ン トに書き込む方式に落ち着レた。「それぞ

れの項目について l分で知 b ぜるメモ争っく

りま L ょっ J H つ説明令付げている。テーマ

はメノバ のぺースを見なが G 1つ?っ 提示

しT し、く。はじめに全部を伝えると個人差が出

て、すべてを書き終えるまでの時間差が大きく

なってしまう。一定の時聞をおも、て 1つ?っ

提示すれば、クソレープ全体のベースを合わぜる

ことができる。こつした配慮がトレーニノク1こ

重大な影響令及ぼすとは思えない。しかし、早

〈書き終えた者は退屈な様子争みぜたりする。

これが卜レ ニングの緊張感を損なつこともあ

る。些細な点にも気を配り、少しでも効果的な

ものにしょっと b、つ知書えを大事にしたし、

2 スキル向上のポイント

これでク'ル プワークに入る準備が整った。

そこで、ま?はスム - ;J; 1l コfュニケ ンヨ J

に求められる 3 つの条件を提示する。

① 聞こえる声で、聞いてもらえる声で

自分を知つ T もらっためには、[相手に聞こ

える声でJ、あるいは「聞いても b える声で」

情報を伝えなりればな b1t~ 、。そこで、 しっか
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り聞こえるよっに大きな声..出す必要がある。

しかし、「聞いτもb うため」には、むしろ抑

えた戸で「大切なこ u.. 淡々と話す方法もあ

る。おしゃべりで騒々しい拭況のなかで、意識

的に低い声で発言すると 、誰かが rl ーっJ ! 

全体仁呼びかける。そんな経験をすることもゐ

る。いつも rt コゃった b 開レT ;，らえるか 」

を考えながらコ{ ユニケーンヨンを行うことが

大事なのである。

② 蹟と目で喪う

スムース.も:コ f ュニケーンヨ J には、なんと

も、っても「笑顔」が欠かぜなも、。もちろん、状

況によっT は笑L崎、適切でないこともある。し

かし、一般的には莞顔が人主人とのコ{三ニケ

ーンヨノを促進ずる。特に自の役割は大きい。

喪顔をつくってはし、るが、目は笑っていなL、。

それでは相手も信頼してくれないだろう。まさ

に、「目はむの鏡」なのである。本気で相手を

畳げ入れる気持ちがあれば、目は自然に笑つT

くる bのだ。ところで、眉毛令動かすt 目が喪

ってし、るように見える効果がある k レコ。こん

な話題も挿入するト研修の場が和やかになる。

③ 大きなジェスチャー

ジェスチャーによってコ t ユニケ ンヨンが

いきいきとしτくる。わずわ古「大きなJ ! ぃ

コ修飾語やつける必然性はないが、研修の場で

はこつした表現を用いる t参加者たちに強い印

輩を与える。士もあ札、笑顔もジェスチャ も

非言語的な道具で"るが、人と人とのコ{ユニ

ケ ンヨノには欠かせないものだ。

なお、時間的に余裕があれば、この 3 つの

条件を参加者たちが当T るゲーム的な試み令導

入することもできる。書加者か b ラノダムに

3 人令指名して、彼らだげに 3 つの条件を教

りーダーシツプカアップの畠礎筏街
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える。そして、 l人が 1 つの条件やみんなの

前で実演するのである。内容は、自分の名前や

趣味など、 5 秒か~!O秒程度のものでいも 、。

そして、それを 「強嗣」と「無視J の 2 つの

" ージョンに vri 寅じるわりだ。たとえば、

「聞こえる声で、 間レてもらえる戸でJ ..引き

受けた害加者は、ます=はそれを 「強調」 して、

大きな声でメアセーン剖云える。そのすぐ佳L

今度は 「舞視j パージヨ./ !: ~ 、ヲニ tで、レか

にb わず， ~しく小さな声で呼びかけるのであ

る。この 2 回の実演を受げて、みんながその

条件が何であるかを当τることになる。これま

での経験では、多くの場合 3つH 正解が得

b れる。これは 「必ず=しなければな b ない」も

のではないが、こうした小さな試みを導入する

ことで、その場が盛h上がるのである。

3 デループ・ワークの進め方

ク'ル ープ ーワークで求められる条件について

述べT きたが、さらに 2 つのコメノトを付け

加える。その 1 つは時間争守るよ tである。

すでに見たよヲに、このク'ループ ワークは単

なる自己紹介ではなく、リ ーターンツプ主コ t

ユニーンヨノ力争向上させる実習k して位置づ

げられT いる。したがって、自分の情報を、与

え勺れた l分とし、コ制限時閣の中で簡潔に伝

えなげればならないのである。そこで、各人が

発言する際には、他のメノパーがタイムキーハ

k して時間を計ることにする。そして、 l

分が経過したι 「時間です上J t知b ぜるの

である。もちろん、その逆に、 I分に達 L な

いで終わってしまうこ t もある。それに対して

は、とにかく 1分間は続げるこ k の大事さを

強関する。 「時聞が余りそつだったり、ゆっく

り話ぜばいいじゃなレですか」。 こんな冗談ま
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じりの助言も加えながら、時間厳守主?求めるの

である。もう lつのコメン卜は、最初に提示

した 3 つ叩条件、 ①聞こえる声で、開レT も

らえる声で、②顔 t 目で喪コ、@:kきなジェス

チャー、にかかわるものである。この時点では、

ほとんどのメンパーが 「それは、自分が情報を

尭信する主きに気..つけるべきニ k だJ ，思っ

ている。しかし、それだけでは十分ではなし、。

ニの 3 つ叩要件は情報発信だけでなく、他者

から情報を受け止める場合にも矢かぜない bの

なのである。自分が話すときはもちろんだが、

人の話令聞く際にも、聞こえる声で反応し、目

と顔で畏い、大きなジェスチャーで応えるこ t

が期待されてレるのである。「そんなわげで、

これが始まると会場全体が騒然主なるんですJ。

こんな軽口もたたきながら、いよいよグルー

プ ワークに取りかかるこ k になる。

グルーフ ワークでは 「“わたし"を知 b ぜ

る」ンート やもとに情報を交換する。その際、

各人が 1 つ叩テ マについT 話し、 一回りし

T から次に進むこ主 にする。 1人が 3分..檀

っ-r 3つの情報を提棋し、次のメノパーに帯

る方法では待ち時間が長くな b、全体の緊張感

が生われる。時聞は]人 3分として、 6 人で

あ札ば18 分が必要になる。そこで、若干のロ

久タ イムも古め-r 20 - 25 分程度を設定する。

それでも全員が終わb ないこともあるが、決め

られた時聞を守る。時間争うまく調整するこ k

もリーダーンツプには求め b れるのである。

4 イメージの歯車

すべτのメンバーが 3 つのテーマについて

情報を提供した時点で、 「自分を知b ぜる、他

人争知るJ といっ目標は達成されたこ主になる。

もちろん、 3分程度の時間だか b、十分な情
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報 対財Sできたわげではない。しかし、これは |嗣 3

あくまでウォ-，ノグアップである。メ J パ- l 「「 EE 豆=豆亙 3
がおE いに 「自分を知b ぜ、他人のこ t も少し

は知るこ主ができたJ H 寸気持ちになること

が大事なのだ。ただし、最も重要な「自分争知

る」といヲ目標はまだ達成きれT いなL、。そも

そも、われわれは厳密な意味で「自分を見るJ

ことはできない。それは顔の中仁目が固定きれ

T いる人間の宿命である。その弱点争カパーす

るのが鏡だ。対人関係におりる自分を知るため

にも鏡が必要になる。そこで、 トレーニノグで

は 「イメージカードJ t名付けた遭具令使う。

各人が「自分k いつ鏡j に映った他のメノパ

たもの 「印車/イメーン 」をカードに書いてい

くのである。これや 「自分を知るj ための鏡と

考えよヲともつわけだ。最初は小さな畏い声も

聞こえるが、メ ノパ たちは間もなく害くこと

に集中しはじめる。ここでも個人差が出るが、

5分から10 分のうちに全買が審会終える。

5 イメージカードの変換

それかb カ ドを交換する段階になる。全員

が一度にカード令手渡すこともできるが、ここ

では少しばかり違った方法を提案する。はじめ

に特定のメノパーを決めT 、そのメノパーに対

L. -r ~~H 、たカードをみんなが渡すのである。し

かも、 一斉にではなく他のメ J パ一一人ひとり

が、カ ドの内容を他のメノパにも聞こえる

ように読みながら置すこ k にする。その説明に

使うスライドが資料 3である。この段取り を伝

える色、「え っJ t驚きの声があがる。しか

し、これはコ t ュニケーンヨン スキルを改善

するためのグループワークである。そしT 、お

互いが 「自分を知る」こ t も重要な目標なのだ。

一人(H りが他のメノパーかb どのようなイメ

Vo l. 35 00.7 回目
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ージ p ;，たれ T いるかを知るこ tは、リーダー

シップ吃改普にも大いに役立つは?である。実

際にカードを交換するふ誰かb も閉じように

評価される者もいれば、全員かb まっfこ〈違っ

たイメージH たれる人物もレる。こうした多

様な静価のあり方について実体験する ことは対

人関係の理解に欠かぜない。カードの交換。終

わると、 「イメージの鏡J e名付けた台紙が配

b れ、それに他のメノパ かb 受げ取ったカ

ドp貼りつける(資料 4 )。

e イメージの振り返り

交換したばかhの「イメ ジカ ドJ p見な

がら、自分自身につレて考える時間である。そ

のために「イメージのふりかえち」ンー卜が準

リ ダ ンツプカアップの猛槌護術
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資料 5 rイメージのふりかえり」シー ト

イ，ーンのふりかえり

毎 月 目
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備されている(資料 5) 。これは、 2 つのステ

ップに分かれT お か STEP 1では、「イメー

ジカード」に審かれた内容を分析する。はじめ

に自分が 「当たっている t思コこ ur そうだ

ろっと思うこ u 争選び、それについT 自分の

思いを書き込む。次に 「当たっ T いなレ t思う

こと H そうでなし、主思うこ! J Iこも依点争当

てる。さらに、下段のSTE P 2 で、日噴の自

分争振り返る。これについても、 「わたしのイ

メ ジがプラスに働レT いる、得vr いると思

つこと J ! rわたしのイメ ジがマイナス仁働

ぃτいる、損してし、ると思うこ !J の 2 つの

視点から自分令分析する。

ここでは、 STEP lに重点が置かれる。その

なかでも、「当たっていないと思フこ ur そコ

でないと思うこ! J叩ほうが重要だ。自分と他

品玄宏明笠
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人との聞にある認識の?れが、相互理解にとっ

T 大きな障害になるからである。ン}卜は 2

つのステップから構成されているが、STE P2

は時間調整に値われることが多し、。すでに見た

ょっに、自由記述では個人差が出やすも、。そこ

で、早めに書き上げたメンパーたちの緊張感令

持続するためもあって、 ST EP2 .，股げている

のである。したがっτ、時間に余裕がない t き

は、全員がSTE P 1 .，書き終えた時点でタイム

アップ.，宣 言するこ t もある。このよっに、 卜

レ ニングでは時聞の流れなど令勘案しながb

内容争調整することも事b、。そうした臨機応変

の対応が、 トレーニング全体をいきレき t した

ものにするのである。

7 情報克損

「イメージのふりかえり」ンー卜への記入が

終わってかb 、お互いに情報令交換する。すで

に述べたょっに、 「当たっている」 ものよか

「当たつれ、なも、J ことのほっに焦点を当てる。

「当たっていなL、」内容についT は、ぞれ令書

いたメノパーが理由令説明する。さ b に、他の

メJ パーに対しても、そ叩意見.，パックアップ

することを勧める。ょうしたやり ! H ! おし

て、自分自身では気づいT いない 「自分J Iこつ

いT の情報を得るこ kができるのである。この

時点で、このク1レープワークの 「自分を知るJ

! ，、う目標が達成されたこ主になる。
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